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収
穫
の
秋

▼
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ド
イ

ツ
の
戦
い
方
は
見
事
だ
っ
た
。個
人
の
体
力
・

技
術
・
読
み
の
素
晴
ら
し
さ
は
言
う
に
及
ば
す
、

相
手
に
よ
っ
て
柔
軟
に
戦
術
を
変
更
し
、
そ
の

戦
術
を
組
織
と
し
て
実
践
し
、
結
果
を
出
し
た

▼
一
方
、日
本
は
個
々
の
技
術
は
高
か
っ
た
が
、

戦
術
は
固
定
し
た
ま
ま
で
、
そ
の
戦
術
が
通
用

し
な
い
と
な
る
と
お
手
上
げ
だ
っ
た
▼
日
本

と
ド
イ
ツ
は
似
て
い
る
。勤
勉
な
国
民
性
、組
織

重
視
の
考
え
方
、
農
業
国
で
あ
り
な
が
ら
世
界

有
数
の
工
業
国
で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
歴
史
▼

奇
し
く
も
１
９
８
１
年
、
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
と

期
を
同
じ
く
し
、
維
新
の
改
革
中
の
日
本
も
廃

藩
置
県
で
名
実
と
も
中
央
集
権
国
家
と
な
っ

た
。明
治
憲
法
は
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
に
倣
い
、医

学
・
陸
軍
も
ド
イ
ツ
式
に
し
た
▼
と
も
に
第

２
次
大
戦
に
敗
北
す
る
も
両
国
と
も
１
９
８

０
年
代
に
世
界
経
済
の
牽
引
車
と
し
て
繁
栄
。

そ
の
後
ド
イ
ツ
は
東
西
統
合
に
よ
る
経
済
失

速
、
日
本
は
バ
ブ
ル
崩
壊
で
失
わ
れ
た
10
年
▼

こ
こ
か
ら
が
違
う
。日
本
は
短
命
政
権
下
で
自

由
貿
易
戦
略
が
進
ま
ず
ア
ジ
ア
の
成
長
に
乗

り
遅
れ
て
経
済
低
迷
。ド
イ
ツ
は
メ
ル
ケ
ル
長

期
政
権
下
で
欧
州
経
済
統
合
を
進
め
関
税
の

な
い
自
由
経
済
圏
を
確
立
し
た
▼
ド
イ
ツ
農

業
は
隣
の
大
農
業
国
フ
ラ
ン
ス
に
飲
み
込
ま

れ
る
と
心
配
さ
れ
た
が
、結
果
は
逆
。農
産
物
輸

出
額
は
な
ん
と
年
間
5
兆
円
に
伸
び
た
。日
本

の
10
倍
だ
▼
T
P
P
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
）に
反
対
す
る
だ
け
で
な
く
、T
P
P

が
実
施
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
今
か
ら
対
策

を
構
築
す
べ
き
だ
。「
反
対
」
と
い
う
一
つ
の
戦

略
だ
け
に
固
執
し
て
い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
か
ね
な
い
。

ドイツと日本

　
新
津
駅
〜
新
発
田
駅
間
（

　
新
津
駅
〜
新
発
田
駅
間
（
約
26
㎞
）
が
開
通
し

㎞
）
が
開
通
し

た
の
は
１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
９
月
２
日
、
水

た
の
は
１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
９
月
２
日
、
水

原
駅
・
天
王
新
田
駅
・
新
発
田
駅
も
同
時
に
開
業
。

原
駅
・
天
王
新
田
駅
・
新
発
田
駅
も
同
時
に
開
業
。

当
時
は
信
越
線
と
し
て
開
通
し
た
が
、
１
９
２
５

当
時
は
信
越
線
と
し
て
開
通
し
た
が
、
１
９
２
５

（
大
（
大
正
14
）
年
11
月
20
日
に
赤
谷
線
（
新
発
田
駅

日
に
赤
谷
線
（
新
発
田
駅

〜
赤
谷
駅
間

〜
赤
谷
駅
間
約
1515
㎞
）
が
開
業
し
た
の
に
伴
っ
て

㎞
）
が
開
業
し
た
の
に
伴
っ
て

羽
越
本
線
と
改
称
さ
れ
た
。
羽
越
本
線
新
津
駅
〜

羽
越
本
線
と
改
称
さ
れ
た
。
羽
越
本
線
新
津
駅
〜

村
上
駅
が
電
化
さ
れ
た
の
は
１
９
７
２
（
昭

村
上
駅
が
電
化
さ
れ
た
の
は
１
９
７
２
（
昭
和

47
）
年
８
月
５
日
だ
。

）
年
８
月
５
日
だ
。

　
一
方
、
月
岡
温
泉
は
１
９
１
５
（
大
正
4
）
年

　
一
方
、
月
岡
温
泉
は
１
９
１
５
（
大
正
4
）
年

に
開
湯
、
以
後
「
美
人
に
な
る
温
泉
」
と
し
て
人

に
開
湯
、
以
後
「
美
人
に
な
る
温
泉
」
と
し
て
人

気
が
出
て
、
今
で
は
新
潟
を
代
表
す
る
温
泉
に
成

気
が
出
て
、
今
で
は
新
潟
を
代
表
す
る
温
泉
に
成

長
し
た
。

長
し
た
。

　
羽
越
本
線
１
０
０
年
の
歴
史
は
写
真
パ
ネ
ル
な

ど

点
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
市
所
蔵
の
資
料

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
県
立
図
書
館
・
県
立
歴
史

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
県
立
図
書
館
・
県
立
歴
史

博
物
館
・
柏
崎
市
立
図
書
館
・
新
津
鉄
道
資
料
館

博
物
館
・
柏
崎
市
立
図
書
館
・
新
津
鉄
道
資
料
館

な
ど
の
応
援
と
市
内
在
住
の
鉄
道
・
写
真
フ
ァ
ン

な
ど
の
応
援
と
市
内
在
住
の
鉄
道
・
写
真
フ
ァ
ン

の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
。「
羽
越
線
の
四
季
」

の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
。「
羽
越
線
の
四
季
」

に
見
る
日
本
海
や
田
園
風
景
の
中
の
特
急
い
な
ほ

に
見
る
日
本
海
や
田
園
風
景
の
中
の
特
急
い
な
ほ

の
美
し
い
写
真
や
「
特
急
い
な
ほ
の
変
遷
」（
初

の
美
し
い
写
真
や
「
特
急
い
な
ほ
の
変
遷
」（
初

代
か
ら
現
在
の
車
輌
ま
で
）
な
ど
、
非
常
に
興
味

代
か
ら
現
在
の
車
輌
ま
で
）
な
ど
、
非
常
に
興
味

深
い
。

深
い
。

　
併
設
展
示
の
「
思
い
出
の
赤
谷
線
」
で
は
、
鉄

　
併
設
展
示
の
「
思
い
出
の
赤
谷
線
」
で
は
、
鉄

鉱
石
を
運
ん
だ
蒸
気
機
関
車

鉱
石
を
運
ん
だ
蒸
気
機
関
車
C
11
の
雄
姿
の
ほ

の
雄
姿
の
ほ

か
、
新
発
田
駅
の
転
車
台
や
機
関
庫
な
ど
、
貴
重

か
、
新
発
田
駅
の
転
車
台
や
機
関
庫
な
ど
、
貴
重

な
写
真
も
含
ま
れ
て
い
る
。
写
真
以
外
に
も
１
９

な
写
真
も
含
ま
れ
て
い
る
。
写
真
以
外
に
も
１
９

８
４
（
昭

８
４
（
昭
和
59
）
年
撮
影
の
赤
谷
線
全
線
の
映
像

）
年
撮
影
の
赤
谷
線
全
線
の
映
像

資
料
（

資
料
（
約
40
分
・
2
0
0
9
年
再
編
集
）
の
車
窓

分
・
2
0
0
9
年
再
編
集
）
の
車
窓

風
景
は
沿
線
の
昭
和
の
田
園
風
景
が
残
さ
れ
て
お

風
景
は
沿
線
の
昭
和
の
田
園
風
景
が
残
さ
れ
て
お

り
、
懐
か
し
い
だ
け
で
な
く
貴
重
な
映
像
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

　
鉄
道
関
係
で
は
赤
谷
駅
の
鉄
道
模
型
、
実
際
に

　
鉄
道
関
係
で
は
赤
谷
駅
の
鉄
道
模
型
、
実
際
に

使
わ
れ
て
い
た
行
先
看
板
・
切
符
受
け
箱
な
ど
、

使
わ
れ
て
い
た
行
先
看
板
・
切
符
受
け
箱
な
ど
、

赤
谷
線
の
乗
車
券
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
子

赤
谷
線
の
乗
車
券
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

ど
も
た
ち
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
月
岡
温
泉
関
係
で
は
開
発
当
時
林
立
し
た
石
油

　
月
岡
温
泉
関
係
で
は
開
発
当
時
林
立
し
た
石
油

掘
削
の
や
ぐ
ら
、最
初
の
湯
治
宿
の
一
つ
月
岡
館
、

掘
削
の
や
ぐ
ら
、最
初
の
湯
治
宿
の
一
つ
月
岡
館
、

月
岡
温
泉
遠
景
な
ど
、
開
湯
当
時
の
も
の
か
ら
現

月
岡
温
泉
遠
景
な
ど
、
開
湯
当
時
の
も
の
か
ら
現

在
ま
で
の
１
０
０
年
を

在
ま
で
の
１
０
０
年
を
約
40
点
の
パ
ネ
ル
展
示
で

点
の
パ
ネ
ル
展
示
で

追
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
県
立
歴
史
博
物
館

追
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
県
立
歴
史
博
物
館

所
蔵
の
「
月
岡
温
泉
の
景
」「
月
岡
名
所
」
な
ど

所
蔵
の
「
月
岡
温
泉
の
景
」「
月
岡
名
所
」
な
ど

の
資
料
で
は
、
市
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
当
時
の

の
資
料
で
は
、
市
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
当
時
の

月
岡
温
泉
の
全
景
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

月
岡
温
泉
の
全
景
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
現
在
、
月
岡
温
泉
で
は
開
湯
１
０
０
年
を
記

る
。
現
在
、
月
岡
温
泉
で
は
開
湯
１
０
０
年
を
記

念
し
て
手
湯
を
造
る
な
ど
様
々
な
試
み
が
な
さ

念
し
て
手
湯
を
造
る
な
ど
様
々
な
試
み
が
な
さ

れ
、
温
泉
風
景
も
随
分
変
わ
っ
た
。
今
回
展
示
の

れ
、
温
泉
風
景
も
随
分
変
わ
っ
た
。
今
回
展
示
の

昔
の
景
色
と
比
較
し
て
み
る
と
面
白
い
。

昔
の
景
色
と
比
較
し
て
み
る
と
面
白
い
。

「
今
回
は
月
岡
温
泉
と
羽
越
本
線
の
歴
史
を
知
っ

「
今
回
は
月
岡
温
泉
と
羽
越
本
線
の
歴
史
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
、
地
域
の
図
書
館
の
使
命
と
し
て
企
画

く
こ
と
を
、
地
域
の
図
書
館
の
使
命
と
し
て
企
画

し
ま
し
た
」
と
主
旨
を
語
る
図
書
館
職
員
の
田
村

し
ま
し
た
」
と
主
旨
を
語
る
図
書
館
職
員
の
田
村

豊
さ
ん
。
さ
ら
に
、
市
立
図
書
館
で
は
年
間
4
〜

豊
さ
ん
。
さ
ら
に
、
市
立
図
書
館
で
は
年
間
4
〜

5
件
の
企
画
展
示
を
し
て
い
る
が
、「
企
画
展
示

5
件
の
企
画
展
示
を
し
て
い
る
が
、「
企
画
展
示

を
機
に
普
段
図
書
館
に
来
な
い
人
に
も
来
て
も

を
機
に
普
段
図
書
館
に
来
な
い
人
に
も
来
て
も

ら
っ
て
、本
と
親
し
む
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」

ら
っ
て
、本
と
親
し
む
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」

（
同
）
と
続
け
た
。

（
同
）
と
続
け
た
。

　
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
坪
川
記
念
室
と
い
う

　
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
坪
川
記
念
室
と
い
う

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
特
別
な
予
算
も
な
い
な
か

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
特
別
な
予
算
も
な
い
な
か

で
、
図
書
館
職
員
の
創
意
工
夫
と
努
力
で
実
現
し

で
、
図
書
館
職
員
の
創
意
工
夫
と
努
力
で
実
現
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
で
あ
る
。

た
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
で
あ
る
。

　
今
後
は
秋
の
「
読
書
感
想
画
展
」、年
末
の
「
義

　
今
後
は
秋
の
「
読
書
感
想
画
展
」、年
末
の
「
義

士
展
」、年
度
末
の「
新
発
田

士
展
」、年
度
末
の「
新
発
田
第
16
聯
隊
蔵
書
印
展
」

聯
隊
蔵
書
印
展
」

な
ど
の
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回

な
ど
の
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回

の
企
画
が
非
常
に
好
評
な
こ
と
か
ら
来
年
度
は

の
企
画
が
非
常
に
好
評
な
こ
と
か
ら
来
年
度
は

「
新
発
田
の
昭
和
の
記
憶
展
」
の
よ
う
な
展
示
も

「
新
発
田
の
昭
和
の
記
憶
展
」
の
よ
う
な
展
示
も

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
。
そ
れ
は
「
図
書
館
に
は

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
。
そ
れ
は
「
図
書
館
に
は

蔵
書
以
外
の
資
料
も
多
数
所
有
し
て
い
ま
す
。
そ

蔵
書
以
外
の
資
料
も
多
数
所
有
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
も
高
い
の
で
す

れ
ら
は
研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
も
高
い
の
で
す

が
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
っ
て
、
新

が
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
っ
て
、
新

発
田
の
近
代
化
の
歴
史
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
の

発
田
の
近
代
化
の
歴
史
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
」（
同
）
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

で
す
」（
同
）
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

　
28
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
駅
前
新
図
書
館
、
そ
の

年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
駅
前
新
図
書
館
、
そ
の

後
現
図
書
館
を
整
備
し
て
開
設
さ
れ
る
予
定
の
歴

後
現
図
書
館
を
整
備
し
て
開
設
さ
れ
る
予
定
の
歴

史
書
館
に
は
蔵
書
・
映
像
資
料
な
ど
貸
し
出
す
機

史
書
館
に
は
蔵
書
・
映
像
資
料
な
ど
貸
し
出
す
機

能
の
ほ
か
「
地
域
の
記
憶
装
置
」（
塩
尻
市
立
図

能
の
ほ
か
「
地
域
の
記
憶
装
置
」（
塩
尻
市
立
図

書
館
長
・
伊
東
直
登
）
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ

書
館
長
・
伊
東
直
登
）
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ

れ
る
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
展
示
は
価
値
あ
る
も

れ
る
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
展
示
は
価
値
あ
る
も

の
で
あ
り
、ぜ
ひ
足
を
運
ぶ
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

の
で
あ
り
、ぜ
ひ
足
を
運
ぶ
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

　
展
示
は
９
月
７
日
（
日
）
ま
で
、
午
前
９
時
〜

　
展
示
は
９
月
７
日
（
日
）
ま
で
、
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
ま
で
、
月
曜
休
。

午
後
６
時
ま
で
、
月
曜
休
。
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月岡温泉・羽越本線100年展
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特集

「しばた」
　　　を知って楽しみ、

　「新しいしばた」
　　　　の町をつくる新聞

平成26年8月25日号

　
羽
越
本
線
１
０
０
年
の
歴
史
は
写
真
パ
ネ
ル
な

ど

点
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
市
所
蔵
の
資
料

り
、
懐
か
懐

し
い
だ
け
で
な
く
貴
重
な
映
像
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

図
書
館
は
地
域
の
記
憶
装
置

月
岡
温
泉・羽
越
本
線
百
年
展

新
発
田
市
立
図
書
館
坪
川
記
念
室
で
ユ
ニ
ー
ク

な
展
示
が
開
か
れ
て
い
る
。「
月
岡
温
泉
・
羽

越
本
線
開
通
１
０
０
周
年
記
念
展
示
」
が
そ
れ

だ
。
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、
夏
休
み

中
と
あ
っ
て
か
予
想
以
上
に
多
く
の
子
ど
も
連

れ
、
鉄
道
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
て
い
る
。

30
年
前
に
廃
線
と
な
っ
た
赤
谷
線

懐
か
し
く
も
美
し
い
田
園
風
景
の
動
画

新
発
田
市
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い

月
岡
温
泉
開
湯
当
時
の
全
景
写
真

車窓からの赤谷線沿線風景
（約40分のDVD）

 月岡温泉井戸やぐら
（撮影年不詳）

 行先看板
（新津鉄道資料館）

赤谷線の切符

羽越本線特急いなほ（平成25年）

赤谷線の蒸気機関車C11( 昭和 46年 )
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上
越
市
の
J
R
直
江
津
駅
前
に
あ
る
「
直
江
津

　
上
越
市
の
J
R
直
江
津
駅
前
に
あ
る
「
直
江
津

学
び
の
交
流
館
」は
、図
書
館
と
生
涯
学
習
ス
ペ
ー

学
び
の
交
流
館
」は
、図
書
館
と
生
涯
学
習
ス
ペ
ー

ス（
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ル
ー
ム
・
音
楽
室
・

ス（
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ル
ー
ム
・
音
楽
室
・

乳
幼
児
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）
の
複
合
施
設
と
し
て
平

乳
幼
児
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）
の
複
合
施
設
と
し
て
平

成
22
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
以
前
は
海
側
に
あ
っ

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
以
前
は
海
側
に
あ
っ

た
も
の
を
「
直
江
津
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」

た
も
の
を
「
直
江
津
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」

を
目
的
と
し
て
移
転
し
た
の
だ
。

を
目
的
と
し
て
移
転
し
た
の
だ
。

　
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
イ
カ
ヤ
の
1
〜
3
階
を

　
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
イ
カ
ヤ
の
1
〜
3
階
を

市
が
買
い
取
っ
て
、
１
階
部
分
が
生
涯
学
習
ス

市
が
買
い
取
っ
て
、
１
階
部
分
が
生
涯
学
習
ス

ペ
ー
ス
で
2
・
3
階
が
図
書
館
ス
ペ
ー
ス
（
座
席

ペ
ー
ス
で
2
・
3
階
が
図
書
館
ス
ペ
ー
ス
（
座
席

数
約
３
０
０
、
2
階
こ
ど
も
・
3
階
一
般
）
と
し

数
約
３
０
０
、
2
階
こ
ど
も
・
3
階
一
般
）
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。
蔵
書
数
は

て
利
用
し
て
い
る
。
蔵
書
数
は
約
13
万
冊
、

万
冊
、

C
D
・
D
V
D
な
ど
約
3
千
点
を
有
し
、
そ
の
ほ

C
D
・
D
V
D
な
ど
約
3
千
点
を
有
し
、
そ
の
ほ

か
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
1
種
、
特
徴
と
し
て
放
送
大
学

か
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
1
種
、
特
徴
と
し
て
放
送
大
学

の
上
越
教
室
を
併
設
し
て
い
る
。
年
間
の
図
書
費

の
上
越
教
室
を
併
設
し
て
い
る
。
年
間
の
図
書
費

は
約
8
千
万
円
（
高
田
図
書
館
を
含
む
上
越
市
全

は
約
8
千
万
円
（
高
田
図
書
館
を
含
む
上
越
市
全

体
の
図
書
館
費
は
約
2
億
9
千
万
円
、
市
全
体
の

体
の
図
書
館
費
は
約
2
億
9
千
万
円
、
市
全
体
の

一
般
会
計
は
約
1
千
２
０
０
億
円
）

一
般
会
計
は
約
1
千
２
０
０
億
円
）、
17
人
の
職

人
の
職

員
（
司
書
9
人
）
で
運
営
し
て
い
る
。
図
書
館
と

員
（
司
書
9
人
）
で
運
営
し
て
い
る
。
図
書
館
と

生
涯
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
施
設
長
が
一
括
管
理
し
て

生
涯
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
施
設
長
が
一
括
管
理
し
て

い
る
の
も
複
合
施
設
ら
し
い
。
原
則
と
し
て
「
直

い
る
の
も
複
合
施
設
ら
し
い
。
原
則
と
し
て
「
直

江
津
学
び
の
交
流
館
」で
起
き
た
問
題
は
図
書
館
・

江
津
学
び
の
交
流
館
」で
起
き
た
問
題
は
図
書
館
・

交
流
館
を
含
め
て
施
設
長
の
指
示
で
解
決
さ
れ

交
流
館
を
含
め
て
施
設
長
の
指
示
で
解
決
さ
れ

る
。
交
流
館
の
事
業
は
生
涯
学
習
推
進
課
の
管
轄

る
。
交
流
館
の
事
業
は
生
涯
学
習
推
進
課
の
管
轄

で
は
あ
る
が
辞
令
は
「
直
江
津
学
び
の
交
流
館
」

で
は
あ
る
が
辞
令
は
「
直
江
津
学
び
の
交
流
館
」

と
の
併
任
で
あ
る
。

と
の
併
任
で
あ
る
。

　
駅
前
に
移
転
し
た
こ
と
で
利
用
者
は
大
幅
に
伸

　
駅
前
に
移
転
し
た
こ
と
で
利
用
者
は
大
幅
に
伸

び
た
。
移
転
前
の
平

び
た
。
移
転
前
の
平
成
20
年
約
4
万
7
千
人

年
約
4
万
7
千
人
、
21

年
約
4
万
8
千
人
に
対
し
、
移
転
後

年
約
4
万
8
千
人
に
対
し
、
移
転
後
の
22
年
は
半

年
は
半

年
で
約
4
万
6
0
0
人
（
年
間
ベ
ー
ス
で
約
8
万

年
で
約
4
万
6
0
0
人
（
年
間
ベ
ー
ス
で
約
8
万

1
千
人
）

1
千
人
）、
23
年
は
9
カ
月
で
約
7
万
7
千
人
と

年
は
9
カ
月
で
約
7
万
7
千
人
と

倍
近
く
の
利
用
者
数
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て

倍
近
く
の
利
用
者
数
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て

貸
し
出
し
冊
数
も
飛
躍
的
に
増
え
た
。

貸
し
出
し
冊
数
も
飛
躍
的
に
増
え
た
。

　
直
江
津
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
係
の
高
木
彩
子
さ
ん

　
直
江
津
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
係
の
高
木
彩
子
さ
ん

に
よ
る
と
「
蔵
書
が
充
実
し
た
こ
と
と
、
駅
前
立

に
よ
る
と
「
蔵
書
が
充
実
し
た
こ
と
と
、
駅
前
立

地
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ

地
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ

と
、
と
く
に
高
校
生
の
利
用
は
目
に
見
え
て
増
え

と
、
と
く
に
高
校
生
の
利
用
は
目
に
見
え
て
増
え

ま
し
た
」
と
分
析
す
る

ま
し
た
」
と
分
析
す
る
。
64
席
あ
る
学
習
席
は
テ

席
あ
る
学
習
席
は
テ

ス
ト
前
や
休
み
中
は
高
校
生
で
い
っ
ぱ
い
に
な

ス
ト
前
や
休
み
中
は
高
校
生
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
。
学
習
席
の
そ
ば
の
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
の

る
。
学
習
席
の
そ
ば
の
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
の

利
用
度
も
高
い
。

利
用
度
も
高
い
。

　
収
書
の
特
徴
と
し
て
は
直
江
津
が
鉄
道
の
結
節

　
収
書
の
特
徴
と
し
て
は
直
江
津
が
鉄
道
の
結
節

点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
か
ら
鉄
道
図
書

点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
か
ら
鉄
道
図
書

コ
ー
ナ
ー
が
目
に
つ
い
た
。
ま
た
、
C
D
・

コ
ー
ナ
ー
が
目
に
つ
い
た
。
ま
た
、
C
D
・

D
V
D
な
ど
の
視
聴
覚
資
料
も
充
実
し
て
い
る
。

D
V
D
な
ど
の
視
聴
覚
資
料
も
充
実
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
貸
し
出
し
予

も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
貸
し
出
し
予

約
、
リ
ク
エ
ス
ト
も
可
能
だ
。

約
、
リ
ク
エ
ス
ト
も
可
能
だ
。

　
駐
車
場
が
施
設
前

　
駐
車
場
が
施
設
前
に
26
台
、
歩
い
て
5
分
ほ
ど

台
、
歩
い
て
5
分
ほ
ど

の
と
こ
ろ

の
と
こ
ろ
に
31
台
と
や
や
少
な
い
こ
と
が
気
に
か

台
と
や
や
少
な
い
こ
と
が
気
に
か

か
る
が
、
と
く
に
問
題
は
な
い
と
い
う
。

か
る
が
、
と
く
に
問
題
は
な
い
と
い
う
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
な
ど
、
図
書
館
の
使
い
方
の
幅

ビ
ス
を
充
実
す
る
な
ど
、
図
書
館
の
使
い
方
の
幅

を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
た
だ
本
を
借
り

を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
た
だ
本
を
借
り

る
返
す
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
に
来
れ
ば
何
か
に
出

る
返
す
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
に
来
れ
ば
何
か
に
出

会
え
る
場
に
し
た
い
」
と
い
う
。
意
欲
的
に
利
便

会
え
る
場
に
し
た
い
」
と
い
う
。
意
欲
的
に
利
便

性
向
上
の
工
夫
を
重
ね
続
け
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

性
向
上
の
工
夫
を
重
ね
続
け
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
利
用
者
数
は
さ
ら
に
伸
び
る
だ
ろ
う
。

て
、
利
用
者
数
は
さ
ら
に
伸
び
る
だ
ろ
う
。

 

「
し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
」
が
日
本
旅
行
の
パ
ッ
ク

「
し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
」
が
日
本
旅
行
の
パ
ッ
ク

商
品
「
赤
い
風
船
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
旅
行
商

商
品
「
赤
い
風
船
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
旅
行
商

品
と
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
た
の

品
と
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
た
の

は
秋
冬
宿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
新
潟
佐
渡
庄
内

は
秋
冬
宿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
新
潟
佐
渡
庄
内 

14
年
10
月
1
日

月
1
日
〜
15
年
5
年
5
月
10
日
版
」

日
版
」（
20
万
部
万
部

発
行
）
だ
。
J
R
利
用
、
マ
イ
カ
ー
利
用
で
県
内

発
行
）
だ
。
J
R
利
用
、
マ
イ
カ
ー
利
用
で
県
内

の
温
泉
宿
・
ホ
テ
ル
を
紹
介
す
る
冊
子
の
中
に
、

の
温
泉
宿
・
ホ
テ
ル
を
紹
介
す
る
冊
子
の
中
に
、

観
光
地
で
の
二
次
交
通
手
段
と
し
て
「
し
ば
た
ん

観
光
地
で
の
二
次
交
通
手
段
と
し
て
「
し
ば
た
ん

観
光
バ
ス
」
の
各
プ
ラ
ン
が
掲
載
・
販
売
さ
れ
て

観
光
バ
ス
」
の
各
プ
ラ
ン
が
掲
載
・
販
売
さ
れ
て

い
る
。
し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
以
外
に
掲
載
・
販
売

い
る
。
し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
以
外
に
掲
載
・
販
売

さ
れ
て
い
る
の
は
越
後
湯
沢
の
「
日
帰
り
観
光
バ

さ
れ
て
い
る
の
は
越
後
湯
沢
の
「
日
帰
り
観
光
バ

ス
こ
こ
ろ
号
」
の
み
だ
。

ス
こ
こ
ろ
号
」
の
み
だ
。

　
春
先
の
商
談
会
で
旅
行
代
理
店
に
対
し
て
「
し

春
先
の
商
談
会
で
旅
行
代
理
店
に
対
し
て
「
し

ば
た
ん
観
光
バ
ス
」
の
紹
介
を
し
た
と
こ
ろ
、

ば
た
ん
観
光
バ
ス
」
の
紹
介
を
し
た
と
こ
ろ
、
日

本
旅
行

本
旅
行
が
興
味
を
示
し
、
6
月
3
日
に
担
当
者
が

が
興
味
を
示
し
、
6
月
3
日
に
担
当
者
が

実
際
に
新
発
田
市
を
訪
れ
、
秋
冬
プ
ラ
ン
を
作
成
し

実
際
に
新
発
田
市
を
訪
れ
、
秋
冬
プ
ラ
ン
を
作
成
し

た
。
新
潟
駅
か
ら
新
潟
空
港
を
経
由
し
、
途
中
新
発

た
。
新
潟
駅
か
ら
新
潟
空
港
を
経
由
し
、
途
中
新
発

田
と
新
発
田
近
郊
の
観
光
地
を
回
り
月
岡
温
泉
で
宿

田
と
新
発
田
近
郊
の
観
光
地
を
回
り
月
岡
温
泉
で
宿

泊
す
る
。
新
発
田
駅
発
着
で
な
い
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
。

泊
す
る
。
新
発
田
駅
発
着
で
な
い
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
。

　
1
日
目
の
立
寄
先
は
北
方
文
化
博
物
館
（
昼

　
1
日
目
の
立
寄
先
は
北
方
文
化
博
物
館
（
昼

食
）、
白
壁
兵
舎
広
報
史
料
館
、
新
発
田
城
で
、

食
）、
白
壁
兵
舎
広
報
史
料
館
、
新
発
田
城
で
、

2
日
目
は
月
岡
の
刀
剣
伝
承
館
、
蕗
谷
虹
児
記
念

2
日
目
は
月
岡
の
刀
剣
伝
承
館
、
蕗
谷
虹
児
記
念

館
、
市
内
菓
子
店
（
和
ス
イ
ー
ツ
B
O
X
巡
り
）、

館
、
市
内
菓
子
店
（
和
ス
イ
ー
ツ
B
O
X
巡
り
）、

旧
知
事
公
舎
（
昼
食
）＋
御
茶
屋
、
清
水
園
、
市

旧
知
事
公
舎
（
昼
食
）＋
御
茶
屋
、
清
水
園
、
市

島
酒
造
を
回
る
。

島
酒
造
を
回
る
。

　
料
金
は
施
設
入
場
料
・
昼
食
代
を
含
め
4
千
２
０

料
金
は
施
設
入
場
料
・
昼
食
代
を
含
め
4
千
２
０

０
円
（
1
日
利
用
の
場
合
３
千
１
０
０
円
）
と
格
安
。

０
円
（
1
日
利
用
の
場
合
３
千
１
０
０
円
）
と
格
安
。

 

「
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
は
だ
い
ぶ
前
に
団
体
旅
行
か

「
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
は
だ
い
ぶ
前
に
団
体
旅
行
か

ら
個
人
旅
行
に
移
行
し
、
最
近
は
そ
の
傾
向
が
さ

ら
個
人
旅
行
に
移
行
し
、
最
近
は
そ
の
傾
向
が
さ

ら
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
旅
行
業

ら
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
旅
行
業

者
の
悩
み
は
目
的
地
に
着
い
て
か
ら
の
交
通
手
段
、

者
の
悩
み
は
目
的
地
に
着
い
て
か
ら
の
交
通
手
段
、

い
わ
ゆ
る
二
次
交
通
で
す
。
そ
こ
を
わ
れ
わ
れ
が

い
わ
ゆ
る
二
次
交
通
で
す
。
そ
こ
を
わ
れ
わ
れ
が

し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
で
埋
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
で
埋
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
ら
は
安
心
し
て
旅
行
商
品
を
作
っ
て
売
る
こ
と

彼
ら
は
安
心
し
て
旅
行
商
品
を
作
っ
て
売
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
彼
ら
が
売
っ
て
く
れ
れ
ば
わ
れ
わ

が
で
き
ま
す
。
彼
ら
が
売
っ
て
く
れ
れ
ば
わ
れ
わ

れ
は
実
質
的
な
観
光
客
増
に
結
び
付
け
ら
れ
ま
す
」

れ
は
実
質
的
な
観
光
客
増
に
結
び
付
け
ら
れ
ま
す
」

（
市
観
光
振
興
課
・
清
田
補
佐
）。
つ
ま
り
、
新
幹

（
市
観
光
振
興
課
・
清
田
補
佐
）。
つ
ま
り
、
新
幹

線
や
飛
行
機
で
新
潟
へ
来
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と
は

線
や
飛
行
機
で
新
潟
へ
来
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と
は

観
光
バ
ス
に
乗
る
だ
け
で
周
辺
の
観
光
地
と
宿
泊

観
光
バ
ス
に
乗
る
だ
け
で
周
辺
の
観
光
地
と
宿
泊

先
の
月
岡
温
泉
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
。

先
の
月
岡
温
泉
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
。

 

「
新
発
田
市
内
で
は
白
壁
兵
舎
や
刀
剣
伝
承
館
、

「
新
発
田
市
内
で
は
白
壁
兵
舎
や
刀
剣
伝
承
館
、

こ
れ
は
他
に
は
な
い
施
設
で
す
か
ら
大
き
な
セ
ー

こ
れ
は
他
に
は
な
い
施
設
で
す
か
ら
大
き
な
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
。
ま
た
、
期
待
し
て
い
る
の
は
和

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
。
ま
た
、
期
待
し
て
い
る
の
は
和

ス
イ
ー
ツ
巡
り
と
い
っ
て
、
新
発
田
市
内
の
和
菓

ス
イ
ー
ツ
巡
り
と
い
っ
て
、
新
発
田
市
内
の
和
菓

子
店
を
回
っ
て
も
ら
う
時
間
を
１
時
間
み
て
い
る

子
店
を
回
っ
て
も
ら
う
時
間
を
１
時
間
み
て
い
る

こ
と
。
新
発
田
の
ま
ち
を
歩
い
て
も
ら
っ
て
、
途

こ
と
。
新
発
田
の
ま
ち
を
歩
い
て
も
ら
っ
て
、
途

中
で
地
元
の
人
と
も
交
流
し
て
も
ら
え
ば
、
旅
の

中
で
地
元
の
人
と
も
交
流
し
て
も
ら
え
ば
、
旅
の

楽
し
み
は
さ
ら
に
増
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ま
ち
の

楽
し
み
は
さ
ら
に
増
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ま
ち
の

商
店
街
に
お
カ
ネ
が
落
ち
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

商
店
街
に
お
カ
ネ
が
落
ち
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。今
後
は
月
岡
温
泉
と
新
発
田
を
中
心
に
胎
内
・

す
。今
後
は
月
岡
温
泉
と
新
発
田
を
中
心
に
胎
内
・

阿
賀
野
も
巻
き
込
ん
で
広
域
観
光
に
結
び
付
け
て

阿
賀
野
も
巻
き
込
ん
で
広
域
観
光
に
結
び
付
け
て

い
き
た
い
」（
同
）
と
前
向
き
だ
。

い
き
た
い
」（
同
）
と
前
向
き
だ
。

先進地成功事例
直江津図書館

駅
前
移
転
と
蔵
書
増
で
、

利
用
者
が
倍
近
く
に

若
者
の
た
め
の
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

親
切
な
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
、

日
旅「
赤
い
風
船
」商
品
に

直江津図書館の2階・こども図書館直江津図書館の2階・こども図書館直江津図書館の2階・こども図書館

▲「赤い風船」のしばたん観光バス告知

▲「赤い風船」の月岡温泉告知



MAIL. abe@kurasinavi.com  
TEL.   025-234-6645

チケットは
こちらから

TEL.090-2733-3568（阿部）問 合 せ

フランスと日本・時空を交差する大人の友情物語 2014
新潟公演

日本語とフランス語による朗読舞台 2題

フランスと日本・時空を交差する大人の友情物語 20
新潟

日本語とフランス語による朗読舞台 2題

アンドレの翼
 Les Ailes d’Andre

◆ 朗読 : 青木裕子、ヴァンダ・ベヌ ◆
1936年、フランス人冒険飛行家アンドレ・ジャピーは、パリ―東京間100時間の懸賞飛行
に挑むも、乱気流に巻き込まれ佐賀県の脊振山に墜落。瀕死のアンドレを救ったのは、脊振の
村人たちであった。
そして2013年、若き日に日本で出会って以来40年間人生の喜びと悲しみを分かち合って
きたヨウコとダフネは縁に導かれてジャピーの足跡を辿りボークールへと旅立つ……。
史実に埋もれた人間たちの命の輝きを掘り起こし、市井の誰の胸のなかにもある哀歓と友情
と希望を、日仏両国語によるカノンのような“掛け合い朗読”という斬新な手法で描き出す―。

新潟公演
特別企画

良寛さま
Ryokan-sama

◆ 朗読 : 青木裕子、ヴァンダ・ベヌ
◆ 脚本：高原美智子
日本人に愛されてやまない越後の良寛
さま。相馬御風の『良寛坊物語』などをも
とにエピソードを抽出し、オムニバス朗
読劇として構成しました。内容は「竹の
子のびろ」「盗人とお月さま」「月の兎」「ち
るもみじ」の４話。青木裕子とヴァンダ・
ベヌの日仏の掛け合い朗読が新しい良
寛さまを創造します。

◎新潟市民芸術文化会館りゅーとぴあ・能楽堂
　　　　　　　　　　　 （新潟市中央区一番通町3-2）
入場料：3,000円（当日3,500円）
発　売：アンドレの翼／良寛さま朗読舞台新潟実行委員会 
　　　　　　　　　　　　※前売り券はメール、電話のみの販売です。

10月19日　　14時開演
　　　　　　　　 （開場13時）

日

9
挑
人
し
きた
史実
と希

新潟

9
挑

阿
賀
野
川

新新バイパス
R7

新発田→

R7 中条→
新発田 IC

新発田南高校新発田南高校

第四銀行

新
発
田
駅

月
岡
温
泉
↓

R
2
9
0R

4
6
0

花安

新
発
田

農
業
高
校

イオン

豊浦病院

旧水原
↓

新発田南高校

新発田店

松崎店カワチ

イオン

小嶋屋
総本舗

湯ったり苑

一日市IC

海老ケ瀬
IC

●新発田店　9：00～18：00　
新発田市荒町1480
☎0254-20-2229
●松崎店　9：00～19：00
新潟市東区新松崎1-6-14
☎025-274-2229

新潟県オリジナル品種

９/６ ～９/１２土 金

秋のお彼岸花が
いっぱい！

９/13 ～９/23土 火・祝

に挑
村人
そ
きた

19
に挑

26
年
産
新
米

コ
シ
ヒ
カ
リ

コ
シ
ヒ
カ
リ

コ
シ
ヒ
カ
リ

が
お
買
い
得
！

が
お
買
い
得
！

「こしいぶき」「こしいぶき」
新潟県オリジナル品種

が
お

い
得

がが

い
得

お
がががが
お
買
い
得

き」ぶき」いぶしい「こ「こししししし ぶぶこ ぶきこ ぶきししししいいいいいいいぶいぶしし ききききぶこしいぶきこしいぶ「こしいぶき」
２６年産新米がお買い得！

3

―
―
平
成
28
年
4
月
、
J
R
新
発
田
駅
前
の
複
合

施
設
・
民
間
棟
に
敬
和
学
園
大
学
の
『
女
子
寮
』

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
す
が
。

 

「
学
生
も
大
学
も
も
っ
と
ま
ち
な
か
に
出
る
べ
き

「
学
生
も
大
学
も
も
っ
と
ま
ち
な
か
に
出
る
べ
き

だ
と
の
思
い
か
ら
、
か
な
り
前
か
ら
高
齢
者
と
学

だ
と
の
思
い
か
ら
、
か
な
り
前
か
ら
高
齢
者
と
学

生
が
一
緒
に
住
む
『
敬
和
長
屋
』
の
構
想
が
あ
り

生
が
一
緒
に
住
む
『
敬
和
長
屋
』
の
構
想
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
商
工
会
議
所
の
ま
ち
づ
く
り

ま
し
た
。
そ
の
後
商
工
会
議
所
の
ま
ち
づ
く
り

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
、
大
学
が
ま
ち
の
中
心
部

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
、
大
学
が
ま
ち
の
中
心
部

で
活
動
す
る
べ
き
だ
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

で
活
動
す
る
べ
き
だ
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
駅
前
再
開
発
構
想
の
中
で
本
学
に

そ
し
て
今
回
の
駅
前
再
開
発
構
想
の
中
で
本
学
に

対
し
て
、
学
生
寮
を
造
ら
な
い
か
と
持
ち
か
け
ら

対
し
て
、
学
生
寮
を
造
ら
な
い
か
と
持
ち
か
け
ら

れ
た
の
で
す
」

れ
た
の
で
す
」

―
―
な
る
ほ
ど
。

 

「
ま
ち
な
か
で
地
域
と
交
流
す
べ
き
だ
と
す
る
本

「
ま
ち
な
か
で
地
域
と
交
流
す
べ
き
だ
と
す
る
本

学
の
構
想
と
再
開
発
の
構
想
が
幸
運
に
も
一
致

学
の
構
想
と
再
開
発
の
構
想
が
幸
運
に
も
一
致

し
、
し
か
も
本
学
独
自
に
学
生
寮
を
建
設
す
る
よ

し
、
し
か
も
本
学
独
自
に
学
生
寮
を
建
設
す
る
よ

り
も
安
価
な
う
え
、
複
合
施
設
行
政
棟
に
は
図
書

り
も
安
価
な
う
え
、
複
合
施
設
行
政
棟
に
は
図
書

館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
室
・
キ
ッ

館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
室
・
キ
ッ

チ
ン
ス
タ
ジ
オ
が
入
り
ま
す
の
で
、
本
学
の
ア
ク

チ
ン
ス
タ
ジ
オ
が
入
り
ま
す
の
で
、
本
学
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
こ
れ
は
社
会
活
動
の
中
で

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
こ
れ
は
社
会
活
動
の
中
で

実
践
教
育
を
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
も
っ
て

実
践
教
育
を
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
も
っ
て

こ
い
の
舞
台
が
で
き
る
わ
け
で
、
乗
ら
な
い
手
は

こ
い
の
舞
台
が
で
き
る
わ
け
で
、
乗
ら
な
い
手
は

あ
り
ま
せ
ん
」

あ
り
ま
せ
ん
」

―
―
敬
和
さ
ん
の
特
徴
と
し
て
、
広
く
教
養
を
身

に
付
け
て
常
識
あ
る
人
材
と
し
て
社
会
に
貢
献
す

る
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
、
そ
れ
を
社
会

活
動
の
実
践
の
場
で
学
ば
せ
よ
う
と
い
う
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
し
て
は
こ
れ
以
上
の

も
の
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
駅
前
と
い
う
場

所
に
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

 

「
ま
ず
、
J
R
新
発
田
駅
、
毎
日
4
千
人
ほ
ど
の

「
ま
ず
、
J
R
新
発
田
駅
、
毎
日
4
千
人
ほ
ど
の

高
校
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
複
合
施
設
を
核
と

高
校
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
複
合
施
設
を
核
と

し
て
、
そ
の
高
校
生
や
市
民
を
対
象
に
し
て
様
々

し
て
、
そ
の
高
校
生
や
市
民
を
対
象
に
し
て
様
々

な
活
動
を
す
る
こ
と
で
本
学
の
知
名
度
・
親
近
感

な
活
動
を
す
る
こ
と
で
本
学
の
知
名
度
・
親
近
感

が
格
段
に
増
し
、『
顔
の
見
え
る
大
学
』
に
な
る

が
格
段
に
増
し
、『
顔
の
見
え
る
大
学
』
に
な
る

と
思
い
ま
す
」

と
思
い
ま
す
」

―
―
以
前
は
大
学
構
内
で
市
民
向
け
講
座
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
集
客
が
難
し
か
っ
た
と
か
。

 
「
ま
ち
な
か
か
ら
こ
の
ま
ち
外
れ
ま
で
、
市
民
の

「
ま
ち
な
か
か
ら
こ
の
ま
ち
外
れ
ま
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
、
ま
し
て
車
を
持
た
な
い
高
校
生
に
来

皆
さ
ん
を
、
ま
し
て
車
を
持
た
な
い
高
校
生
に
来

て
も
ら
う
の
は
か
な
り
難
し
い
。
ア
ク
セ
ス
の
い

て
も
ら
う
の
は
か
な
り
難
し
い
。
ア
ク
セ
ス
の
い

い
駅
前
な
ら
そ
の
問
題
を
解
消
で
き
ま
す
し
、
図

い
駅
前
な
ら
そ
の
問
題
を
解
消
で
き
ま
す
し
、
図

書
館
の
利
用
者
な
ど
も
広
く
呼
び
込
め
ま
す
」

書
館
の
利
用
者
な
ど
も
広
く
呼
び
込
め
ま
す
」

―
―
広
報
的
な
効
果
も
大
き
い
で
し
ょ
う
ね
。

―
―
寮
生
た
ち
へ
の
教
育
的
効
果
は
。

 

「
寮
は
そ
れ
自
体
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
か
ら
、
共

「
寮
は
そ
れ
自
体
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
か
ら
、
共

同
生
活
の
中
で
、
自
ず
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

同
生
活
の
中
で
、
自
ず
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
育
ま
れ
ま
す
。
仲
間
も
で
き
ま
す
し
、
目

能
力
が
育
ま
れ
ま
す
。
仲
間
も
で
き
ま
す
し
、
目

標
を
定
め
て
切
磋
琢
磨
、
さ
ら
に
学
業
に
励
む
よ

標
を
定
め
て
切
磋
琢
磨
、
さ
ら
に
学
業
に
励
む
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
妙
高
高
原
で

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
妙
高
高
原
で

や
っ
て
い
た
教
職
課
程
の
『
合
宿
』
で
証
明
済
み
。

や
っ
て
い
た
教
職
課
程
の
『
合
宿
』
で
証
明
済
み
。

み
ん
な
で
や
る
方
が
教
育
効
果
は
高
く
て
、
実
際

み
ん
な
で
や
る
方
が
教
育
効
果
は
高
く
て
、
実
際

に
教
員
採
用
試
験
に
現
役
で
受
か
る
生
徒
も
い
ま

に
教
員
採
用
試
験
に
現
役
で
受
か
る
生
徒
も
い
ま

す
か
ら
」

す
か
ら
」

―
―
基
本
設
計
図
を
見
る
と
、
寮
に
大
き
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
。

 

「
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
で
す
。
寮
は
マ
ン

「
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
で
す
。
寮
は
マ
ン

シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
む
だ
け
で
な
く
教

シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
む
だ
け
で
な
く
教

育
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
会
話
し

育
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
会
話
し

た
り
、一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、誕
生
会
、読
書
会
、

た
り
、一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、誕
生
会
、読
書
会
、

ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
の
場
と
し

ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
の
場
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
」

―
―
居
室
は
二
人
部
屋
で
す
が
。

 

「
あ
る
大
学
で
は
寮
を
1
人
部
屋
に
し
た
ら
、
連

「
あ
る
大
学
で
は
寮
を
1
人
部
屋
に
し
た
ら
、
連

帯
感
が
ガ
ク
ッ
と
下
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は

帯
感
が
ガ
ク
ッ
と
下
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は

困
る
。も
ち
ろ
ん
居
室
の
ド
ア
は
一
つ
で
ト
イ
レ
・

困
る
。も
ち
ろ
ん
居
室
の
ド
ア
は
一
つ
で
ト
イ
レ
・

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
は
共
用
で
す
が
、
居
住
部
分
は
二

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
は
共
用
で
す
が
、
居
住
部
分
は
二

つ
に
分
け
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
き
ち
ん
と
確
保
し

つ
に
分
け
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
き
ち
ん
と
確
保
し

ま
す
」

ま
す
」

―
―
集
団
生
活
で
の
教
育
効
果
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
両
立
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
ね
。

 

「
そ
の
通
り
で
す
。
集
団
部
分
が
な
け
れ
ば
何
も

「
そ
の
通
り
で
す
。
集
団
部
分
が
な
け
れ
ば
何
も

寮
で
な
く
て
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
で
い
い
わ
け
で
す
」

寮
で
な
く
て
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
で
い
い
わ
け
で
す
」

 

―
―
地
域
と
の
交
流
は
。

 

「
駅
前
の
商
店
街
の
中
の
立
地
で
す
か
ら
、
地
域

「
駅
前
の
商
店
街
の
中
の
立
地
で
す
か
ら
、
地
域

の
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
、
地
域
の
イ
ベ

の
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
や
お
祭
り
な
ど
に
も
参
加
さ
せ
た
い
と
思
い

ン
ト
や
お
祭
り
な
ど
に
も
参
加
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
に
貢
献
し
愛
さ
れ
る
大
学
、
大
学
生

ま
す
。
地
域
に
貢
献
し
愛
さ
れ
る
大
学
、
大
学
生

に
成
長
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
社
会
性
の
涵
養

に
成
長
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
社
会
性
の
涵
養

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
あ
と
、
子
育
て
支
援
セ
ン

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
あ
と
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
親
子
教
室
に
参
加
し
て
将
来
の
自
分
た

タ
ー
で
は
親
子
教
室
に
参
加
し
て
将
来
の
自
分
た

ち
の
子
育
て
に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、

ち
の
子
育
て
に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、

相
談
相
手
の
い
な
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
話
し
相
手

相
談
相
手
の
い
な
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
話
し
相
手

も
で
き
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
は
高
校
生

も
で
き
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
は
高
校
生

を
巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

を
巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
は

駅
前
に
寮
を
造
る
こ
と
を
決
心
し
た
大
き
な
要
因

駅
前
に
寮
を
造
る
こ
と
を
決
心
し
た
大
き
な
要
因

で
す
」

で
す
」

―
―
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

 

「
例
え
ば
、
観
光
案
内
所
を
拠
点
に
し
て
学
生
た
ち

「
例
え
ば
、
観
光
案
内
所
を
拠
点
に
し
て
学
生
た
ち

が
新
発
田
の
観
光
案
内
を
す
る
な
ど
、
す
で
に
カ

が
新
発
田
の
観
光
案
内
を
す
る
な
ど
、
す
で
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
考
え
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
考
え
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
で
き
れ
ば
学
生
た
ち
が
自
主
的
に
立
案
・

す
が
、
で
き
れ
ば
学
生
た
ち
が
自
主
的
に
立
案
・

実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を

実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を

支
援
す
る
。で
す
か
ら
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
で
す
」

支
援
す
る
。で
す
か
ら
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
で
す
」

―
―
指
示
待
ち
で
は
困
り
ま
す
か
ら
ね
。

 

「
そ
う
で
す
。
自
主
性
が
大
切
で
す
。
あ
と
、
期

「
そ
う
で
す
。
自
主
性
が
大
切
で
す
。
あ
と
、
期

待
し
て
い
る
の
は
『
多
目
的
室
』
で
す
。
普
段
は

待
し
て
い
る
の
は
『
多
目
的
室
』
で
す
。
普
段
は

講
演
用
教
室
と
し
て
使
わ
れ
て
、
１
０
０
弱
の
座

講
演
用
教
室
と
し
て
使
わ
れ
て
、
１
０
０
弱
の
座

席
が
自
動
的
に
出
入
り
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す

席
が
自
動
的
に
出
入
り
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
映
画
上
映
を
し
た
い
。
大
き
な
ス
ク

が
、
こ
こ
で
映
画
上
映
を
し
た
い
。
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
見
せ
た
い
ん
で
す
よ
。
ダ
ン
ス
・
舞
踊
、

リ
ー
ン
で
見
せ
た
い
ん
で
す
よ
。
ダ
ン
ス
・
舞
踊
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
も
い
い
で
す
ね
。
う
ち
に
も

コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
も
い
い
で
す
ね
。
う
ち
に
も

演
劇
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
し
、こ
こ
で
中
学
生
、

演
劇
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
し
、こ
こ
で
中
学
生
、

高
校
生
と
コ
ラ
ボ
出
来
た
ら
面
白
い
で
す
ね
」

高
校
生
と
コ
ラ
ボ
出
来
た
ら
面
白
い
で
す
ね
」

―
―
歌
舞
伎
の
講
座
な
ら
私
出
来
ま
す
（
笑
）。

 

「
も
う
一
つ
の
希
望
が
外
観
に
つ
い
て
で
す
。
ぜ

「
も
う
一
つ
の
希
望
が
外
観
に
つ
い
て
で
す
。
ぜ

ひ
行
政
棟
と
民
間
棟
の
外
観
は
揃
え
て
ほ
し
い
。

ひ
行
政
棟
と
民
間
棟
の
外
観
は
揃
え
て
ほ
し
い
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
で
す
が
、
新
発
田
市
民
に

学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
で
す
が
、
新
発
田
市
民
に

と
っ
て
も
こ
こ
は
お
し
ゃ
れ
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

と
っ
て
も
こ
こ
は
お
し
ゃ
れ
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

建
物
と
し
て
、
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

建
物
と
し
て
、
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
敬
和
の
学
生
の
多
く

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
敬
和
の
学
生
の
多
く

は
新
潟
に
住
ん
で
、
白
新
線
で
通
っ
て
き
て
い
ま

は
新
潟
に
住
ん
で
、
白
新
線
で
通
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
が
新
発
田
に
少
な
い
の
も
理

す
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
が
新
発
田
に
少
な
い
の
も
理

由
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
新
発
田
に
住
ん

由
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
新
発
田
に
住
ん

で
、
新
発
田
市
民
と
し
て
暮
ら
し
て
、
新
発
田
を

で
、
新
発
田
市
民
と
し
て
暮
ら
し
て
、
新
発
田
を

愛
し
て
、
希
望
す
る
な
ら
新
発
田
で
仕
事
を
見
つ

愛
し
て
、
希
望
す
る
な
ら
新
発
田
で
仕
事
を
見
つ

け
、
で
き
れ
ば
将
来
の
伴
侶
も
新
発
田
で
見
つ
け

け
、
で
き
れ
ば
将
来
の
伴
侶
も
新
発
田
で
見
つ
け

て
ほ
し
い
。
地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し
て
、
そ

て
ほ
し
い
。
地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し
て
、
そ

う
な
る
の
が
私
の
夢
で
、
駅
前
複
合
施
設
活
用
と

う
な
る
の
が
私
の
夢
で
、
駅
前
複
合
施
設
活
用
と

女
子
学
生
寮
の
実
現
は
そ
の
夢
の
第
一
歩
で
す
」

女
子
学
生
寮
の
実
現
は
そ
の
夢
の
第
一
歩
で
す
」

実
践
教
育
の
場
と
し
て

駅
前
複
合
施
設
に
女
子
寮
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■ 敬和学園大学学長
鈴木佳秀先生

社
会
活
動
の
中
で
実
践
教
育
す
る
の
が

敬
和
学
園
大
学
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

寮
で
の『
合
宿
』的
生
活
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
む

地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
新
発
田
を
愛
し

で
き
れ
ば
新
発
田
に
定
住
し
て
ほ
し
い

敬
和
学
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学
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メモリアル 2014
～映像と言葉で日本の
　　近現代史を振り返る～

大杉 栄

9月13日（土）午後１時～
市生涯学習センター講堂
（新発田市中央町 5-8-47）

＊入場料 1,000 円（当日 500 円増）
＊販売／紫音（市民文化会館内）

主催／大杉栄の会
℡0254-22-3372（斎藤）

第1部◎映画
「シュトルム ウント ドランクッ」
（大正アナーキスト列伝）
出演／中村榮美子・寺十吾・川瀬陽太・
　　　 佐野史郎・あがた森魚ほか

第2部◎講演
「大杉栄の眼で現代を視る」
（北緯 38 度線上の街・新発田から）
講師／太田昌国（評論家）



1. 富塚町のベーカリーデルタとキッ
チンココロのコラボが生んだ「デルタ
のパンDEパングラタン」（1,170円・
税込）は夜メニュー。溢れんばかりの
手作りハヤシライスソースとチーズ
がたまらない！越後もち豚のソテー、
レモン風味（700円・税込）はさっぱ
りといただける　2. 宮村製麩所で一
番大きな車麩を使った「ドーナッ麩」
はワッフルのような食感ながらヘル
シー（580円・税込）　3.掘こたつ席、
椅子席に加え、おもちゃや絵本もある
お座敷はママ会に便利　

和牛を使い手でこねた煮込みハンバーグは、ふわふわな食感と肉のうま味があと
をひく。ふんわり卵がのったオムライスは運ばれてきただけで食欲をそそられ
る。ココランチにはサラダ、小鉢、スープ、プチデザートがついて税込1,200円

キッチンを切り盛り
するのは、管理栄養
士の資格を持つ笠原
恭子さんとさらに上
級の日本酒検定の資
格に挑戦中の三宮正
人さん

1日5食限定のピザラン
チにもスープ、サラダ、プ
チデザートが付く（税込
1,000 円）。本日はサー
モンをトッピング

シェフのお得意は洋食
とお菓子。そして遊び
心と創作意欲は人一
倍、地酒を使ったメ
ニューにも注目

4

SOP
イチオシの味

　ハンバーグとオムライスの最強コンビが 1 度
に味わえるココランチ。トッピングが週ごとに
替わる1日5食限定のピザランチ。と、常時5種
をそろえたランチメニューに加え、地元宮村製
麩所の大きな車麩を華麗に変身させた「ドー
ナッ麩」や押し麩のティラミスなど、ヘルシーで
意外なデザートもおすすめ。
　毎年9月6日の「クロの日」には「黒」い飲み物
や食事をメニューに加えるイベントが行われ、
知る人はその日を待ち望むとか。
　メニューに込められた遊びココロと、お客様
を飽きさせない味を追求し続けるプロココロ。
そんな「おもしろ美味しい」キッチンでグルメ体
験してみては。

読者モニタープレゼント
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明
　

明
治
31
年
12
月
2
日
、
新
潟
県
新
発
田
町
、
現

月
2
日
、
新
潟
県
新
発
田
町
、
現

在
の
新
発
田
市
で
蕗
谷
虹
児
は
生
を
受
け
た
。
本

在
の
新
発
田
市
で
蕗
谷
虹
児
は
生
を
受
け
た
。
本

名
は
一
男
。母
親
は
有
馬
湯
と
い
う
大
衆
浴
場（
銭

名
は
一
男
。母
親
は
有
馬
湯
と
い
う
大
衆
浴
場（
銭

湯
）
の
看
板
娘
で
美
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

湯
）
の
看
板
娘
で
美
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
新
聞
記
者
の
父
親
と
駆
け
落
ち
し
て
蕗
谷

い
る
。
新
聞
記
者
の
父
親
と
駆
け
落
ち
し
て
蕗
谷

虹
児
を
産
む
が
、
生
活
は
貧
し
く
、
虹
児
が
十
三

虹
児
を
産
む
が
、
生
活
は
貧
し
く
、
虹
児
が
十
三

歳
の
時
に
亡
く
な
っ
た
。

歳
の
時
に
亡
く
な
っ
た
。

　
虹
児
は
今
で
い
う
現
代
風
の
絵
。
新
し
さ
を
感

　
虹
児
は
今
で
い
う
現
代
風
の
絵
。
新
し
さ
を
感

じ
る
絵
を
描
く
人
で
あ
っ
た
。
細
部
に
ま
で
こ
だ

じ
る
絵
を
描
く
人
で
あ
っ
た
。
細
部
に
ま
で
こ
だ

わ
り
、
日
本
画
の
技
法
と
洋
画
の
技
法
を
使
い
分

わ
り
、
日
本
画
の
技
法
と
洋
画
の
技
法
を
使
い
分

け
、
そ
の
技
術
の
い
い
と
こ
取
り
を
す
る
な
ど
、

け
、
そ
の
技
術
の
い
い
と
こ
取
り
を
す
る
な
ど
、

画
力
に
長
け
て
い
た
。
そ
の
絵
か
ら
は
大
人
っ
ぽ

画
力
に
長
け
て
い
た
。
そ
の
絵
か
ら
は
大
人
っ
ぽ

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
有
名
な
小
説
家
か
ら
挿
絵
を

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
有
名
な
小
説
家
か
ら
挿
絵
を

依
頼
さ
れ
る
な
ど
挿
絵
画
家
と
し
て
の
人
気
も
増

依
頼
さ
れ
る
な
ど
挿
絵
画
家
と
し
て
の
人
気
も
増

し
、
特
に
大
人
の
女
性
た
ち
に
親
し
ま
れ
た
。
新

し
、
特
に
大
人
の
女
性
た
ち
に
親
し
ま
れ
た
。
新

し
い
技
法
を
求
め
て
パ
リ
へ
留
学
し
、
本
格
的
な

し
い
技
法
を
求
め
て
パ
リ
へ
留
学
し
、
本
格
的
な

絵
で
展
覧
会
に
入
選
す
る
な
ど
、
大
成
功
し
た
。

絵
で
展
覧
会
に
入
選
す
る
な
ど
、
大
成
功
し
た
。

し
か
し
、
東
京
の
自
宅
が
経
済
的
に
破
綻
し
て
帰

し
か
し
、
東
京
の
自
宅
が
経
済
的
に
破
綻
し
て
帰

国
、
そ
の
借
金
を
返
す
た
め
ま
た
本
の
挿
絵
を
描

国
、
そ
の
借
金
を
返
す
た
め
ま
た
本
の
挿
絵
を
描

き
始
め
た
。
パ
リ
風
の
絵
は
人
気
が
あ
っ
た
が
戦

き
始
め
た
。
パ
リ
風
の
絵
は
人
気
が
あ
っ
た
が
戦

争
で
制
作
休
止
、
戦
争
が
終
わ
り
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

争
で
制
作
休
止
、
戦
争
が
終
わ
り
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
の
制
作
に
も
参
加
、
最
先
端
を
行
く
虹
児

ン
映
画
の
制
作
に
も
参
加
、
最
先
端
を
行
く
虹
児

の
絵
は
少
女
漫
画
の
元
祖
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

の
絵
は
少
女
漫
画
の
元
祖
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
虹
児
の
大
ブ
レ
イ
ク
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
人

　
虹
児
の
大
ブ
レ
イ
ク
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
人

物
が
い
る
。
竹
久
夢
二
だ
。
虹
児
に
編
集
者
を
紹

物
が
い
る
。
竹
久
夢
二
だ
。
虹
児
に
編
集
者
を
紹

介
し
、
そ
の
後
も
仲
が
よ
か
っ
た
。
彼
の
絵
は
ラ

介
し
、
そ
の
後
も
仲
が
よ
か
っ
た
。
彼
の
絵
は
ラ

フ
に
描
か
れ
て
い
て
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
る
印
象

フ
に
描
か
れ
て
い
て
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
る
印
象

だ
。
虹
児
の
よ
う
に
緻
密
な
絵
で
は
な
い
が
、
ど

だ
。
虹
児
の
よ
う
に
緻
密
な
絵
で
は
な
い
が
、
ど

こ
か
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
て
か
わ
い
ら
し
い
。

こ
か
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
て
か
わ
い
ら
し
い
。

　
二
人
の
絵
の
共
通
点
は
女
性
を
描
く
こ
と
が
多

　
二
人
の
絵
の
共
通
点
は
女
性
を
描
く
こ
と
が
多

い
こ
と
。
夢
二
は
恋
多
き
男
。
虹
児
は
イ
ケ
メ
ン

い
こ
と
。
夢
二
は
恋
多
き
男
。
虹
児
は
イ
ケ
メ
ン

で
女
性
か
ら
追
っ
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と

で
女
性
か
ら
追
っ
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。
虹
児
の
場
合
、
亡
く
な
っ
た
母
へ
の
想
い

い
う
。
虹
児
の
場
合
、
亡
く
な
っ
た
母
へ
の
想
い

も
そ
の
絵
に
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
そ
の
絵
に
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
は
虹
児
の
絵
が
好
き
だ
。
夢
二
の
絵
も
い
い

　
私
は
虹
児
の
絵
が
好
き
だ
。
夢
二
の
絵
も
い
い

と
思
っ
た
が
、
虹
児
の
絵
に
は
私
が
今
ま
で
一
度

と
思
っ
た
が
、
虹
児
の
絵
に
は
私
が
今
ま
で
一
度

も
見
た
こ
と
が
な
い
躍
動
感
が
あ
る
。
私
は
そ
こ

も
見
た
こ
と
が
な
い
躍
動
感
が
あ
る
。
私
は
そ
こ

に
心
を
惹
か
れ
た
。
た
だ
絵
が
上
手
い
だ
け
で
は

に
心
を
惹
か
れ
た
。
た
だ
絵
が
上
手
い
だ
け
で
は

こ
れ
ほ
ど
の
衝
撃
は
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

こ
れ
ほ
ど
の
衝
撃
は
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
れ
が
蕗
谷
虹
児
の
絵
に
あ
る
凄
み
な
の
で

い
。
そ
れ
が
蕗
谷
虹
児
の
絵
に
あ
る
凄
み
な
の
で

は
な
い
か
。（
上
原
青
）

は
な
い
か
。（
上
原
青
）

　
竹
久
夢
二
と
蕗
谷
虹
児
の
展
覧
会
で
二
人
の
人

　
竹
久
夢
二
と
蕗
谷
虹
児
の
展
覧
会
で
二
人
の
人

物
画
を
比
べ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

物
画
を
比
べ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
夢
二
は
線
や
円
を
描
く
と
き
、
定
規
な
ど
を
使

　
夢
二
は
線
や
円
を
描
く
と
き
、
定
規
な
ど
を
使

わ
ず
に
ラ
フ
に
描
い
て
い
る
が
、
虹
児
は
と
き
に

わ
ず
に
ラ
フ
に
描
い
て
い
る
が
、
虹
児
は
と
き
に

定
規
や
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
し
っ
か
り
と
線
を
引

定
規
や
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
し
っ
か
り
と
線
を
引

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
夢
二
は
背
景
を
あ
ま
り
描

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
夢
二
は
背
景
を
あ
ま
り
描

き
込
ま
な
い
で
余
白
を
生
か
し
て
い
る
の
に
対
し

き
込
ま
な
い
で
余
白
を
生
か
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
虹
児
は
細
部
と
い
う
細
部
ま
で
繊
細
に
書
き

て
、
虹
児
は
細
部
と
い
う
細
部
ま
で
繊
細
に
書
き

込
む
傾
向
が
あ
る
。
な
ぜ
夢
二
は
背
景
を
あ
ま
り

込
む
傾
向
が
あ
る
。
な
ぜ
夢
二
は
背
景
を
あ
ま
り

描
き
込
ま
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
わ
か

描
き
込
ま
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
わ
か

ら
な
い
け
ど
、
人
物
の
表
情
や
仕
草
に
重
点
が
置

ら
な
い
け
ど
、
人
物
の
表
情
や
仕
草
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
る
人
に
情
景
や

か
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
る
人
に
情
景
や

人
物
の
気
持
ち
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
画
風
な

人
物
の
気
持
ち
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
画
風
な

の
だ
。
夢
二
の
絵
は
誰
も
が
見
本
に
し
て
真
似
し

の
だ
。
夢
二
の
絵
は
誰
も
が
見
本
に
し
て
真
似
し

た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

　
夢
二
は
虹
児
に
と
っ
て
先
生
の
よ
う
な
存
在
だ

　
夢
二
は
虹
児
に
と
っ
て
先
生
の
よ
う
な
存
在
だ

か
ら
、
二
人
の
絵
は
一
見
似
て
い
る
。
で
も
、
よ

か
ら
、
二
人
の
絵
は
一
見
似
て
い
る
。
で
も
、
よ

く
見
る
と
画
風
も
筆
質
（
タ
ッ
チ
?
）
も
違
う
。

く
見
る
と
画
風
も
筆
質
（
タ
ッ
チ
?
）
も
違
う
。

そ
れ
は
夢
二
の
絵
が
我
流
な
の
に
対
し
て
、
虹
児

そ
れ
は
夢
二
の
絵
が
我
流
な
の
に
対
し
て
、
虹
児

は
日
本
画
の
先
生
に
つ
い
て
基
本
の
技
術
を
し
っ

は
日
本
画
の
先
生
に
つ
い
て
基
本
の
技
術
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
り
と
身
に
つ
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夢
二
は
絵
の
中
に
自
分

か
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夢
二
は
絵
の
中
に
自
分

だ
け
の
世
界
を
造
り
上
げ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

だ
け
の
世
界
を
造
り
上
げ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　
今
回
見
た
の
は
詩
画
集
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
詩

　
今
回
見
た
の
は
詩
画
集
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
詩

も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
夢
二
は
恋
愛
を
題
材
に
し

も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
夢
二
は
恋
愛
を
題
材
に
し

た
も
の
が
多
く
、失
恋
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
か
、

た
も
の
が
多
く
、失
恋
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
か
、

そ
れ
を
嘆
く
よ
う
な
絶
望
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
れ

そ
れ
を
嘆
く
よ
う
な
絶
望
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
虹
児
の
詩
は
気
持
ち
が
明
る
く
な
る
よ

に
対
し
て
虹
児
の
詩
は
気
持
ち
が
明
る
く
な
る
よ

う
な
希
望
の
詩
が
多
い
よ
う
だ
。

う
な
希
望
の
詩
が
多
い
よ
う
だ
。

　
今
回
の
展
覧
会
、
最
初
は
「
二
人
と
も
う
ま
い

　
今
回
の
展
覧
会
、
最
初
は
「
二
人
と
も
う
ま
い

な
あ
」
と
思
っ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
よ
く
見
る
と

な
あ
」
と
思
っ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
よ
く
見
る
と

全
然
違
う
。
次
に
見
に
行
く
と
き
は
も
っ
と
他
の

全
然
違
う
。
次
に
見
に
行
く
と
き
は
も
っ
と
他
の

と
ら
え
方
で
じ
っ
く
り
見
て
み
た
い
。（
原
佳
祐
）

と
ら
え
方
で
じ
っ
く
り
見
て
み
た
い
。（
原
佳
祐
）

蕗
谷
虹
児
と
竹
久
夢
二
、

大
正
ロ
マ
ン
の
競
演
人
気

蕗
谷
虹
児
記
念
館
の
「
竹
久
夢
二
×
蕗
谷
虹
児

〜
詩
と
挿
画
の
世
界
」（
9
月
28
日
ま
で
、
作
品

解
説
会
8
月
31
日
・
9
月
7
日
・
21
日
と
も
に

午
後
1
時
半
〜
）が
評
判
を
呼
び
、開
館
以
来
の

入
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。今
回
は
七
葉
中

2
年
生
の
二
人
に
よ
る
鑑
賞
記
で
紹
介
す
る
。

キッチンを切り盛り
するのは、管理栄養
士の資格を持つ笠原
恭子さんとさらに上

とお菓子。そして遊び
心と創作意欲は人一
倍、地酒を使ったメ
ニューにも注目

飲み物
われ、

お客様
コロ。
ルメ体

キッ
本紙感
表紙

時
代
の
先
端
を
行
く
蕗
谷
虹
児
、

古
風
さ
漂
う
竹
久
夢
二

夢
二
に
影
響
を
受
け
た
虹
児
、

し
か
し
画
風
は
か
な
り
違
う

原佳祐君（向かって左）と上原青君

蕗谷虹児記念館・長谷川
施設長に質問する二人

五
月
の
聲

翠
し
た
ゝ
る

五
月
の
陽

微
風
に
そ
よ
ぐ

若
葉
か
げ

紅
が
ら
蜻
蛉
が

ス
イ
ス
イ
と
ゆ
く

（
後
略
）

蕗谷虹児の代表作「花嫁」

◆
蕗
谷
虹
児
詩
画
集
『
私
の
詩
画
集
』
よ
り

こ
み
ち

ク
ロ
ウ
バ

四
つ
葉
ク
ロ
ウ
バ
を
見
つ
け
た
ら

幸
福
が
く
る
と
き
い
た
ゆ
ゑ

昨
日
も
今
日
も
野
へ
は
き
た
。

 

そ
し
て
見
た
の
は
草
ば
か
り

い
つ
幸
福
は
く
る
の
や
ら

今
日
も
摘
ま
ず
に
歸
り
ま
し
ょ
。

◆
竹
久
夢
二
詩
画
集
『
青
い
小
径
』
よ
り

し
あ
わ
せ

か
え

み
ど
り

と
ん
ぼ

こ
え


